
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―団体の事業内容と理念について教
えてください。 
　「たのしい循環生活」を合言葉に、生

ごみコンポストの利用普及をはじめ、身

近な有機物の堆肥づくりや堆肥の還元

農地となる菜園活動をしています。自

宅でコンポストに取り組み、堆肥を使

う人を増やすことを頑張ってきました

が、広がるにつれて都市部特有の需要

（生ごみを減らすためにコンポストはや

りたいが、自分では堆肥を使わないな

ど）も見えてきたことから、地域単位

で循環させるコミュニティコンポスト

の普及にシフトしてきました。お金さ

えあれば一定程度欲しいものが手に入

る便利な世の中になっても、環境も健

康も様々な課題がある現代社会で、改

めて堆肥づくりを文化にしたいと思っ

て活動しています。 

地域に暮らす住民の方から行政、企

業など多様な方々と日ごろお付き合い

していますが、団体として譲れないこ

とがいくつかあります。一方で、環境

というテーマは相手の立場や考え方も

あるので、落としどころを探ることを

大切にしています。 

―これまでのお仕事で印象に残った
エピソードを教えてください。 

福岡市に美和台という地域がありま

す。高齢化率27％を超える地域で、自

治協議会や公民館と連携し、高齢者を

含む世帯を対象に「見守りコンポスト」

を設置するといった取組に挑戦しまし

た。よそ者として地域に入ったので、

自治組織や関係者とのコミュニケー

ションを大切にしました。地域の思い

を汲みながらやり続けることで徐々に

信頼を得られた経験があります。 

その後コロナ禍の中で、美和台のコ

ミュニティ菜園をどう管理するかとい

う話題が上がったそうで、先方からす

ぐ相談の連絡がありました。困った時

に声をかけてもらえるような存在にな

れてとても嬉しかったです。 

ちなみに、何回か指導にお伺いした

あとは、地元の方々の力で継続的に運

営されており、今ではその畑で出来た

野菜が公民館で販売されています。 

―木村さん個人が大切にしているこ
とを教えてください。 

元々、動物番組が大好きな子どもで、

自然と環境の仕事をしたいと思うよう

になりました。以前に、別の組織で環

境教育の仕事をしていた時から一貫し

ているのですが、相手を批判したり、正

しいことを押し付けたりするようなこ

とはしたくないと思っています。環境

にいいからと押し付けるのではなく、楽

しいから、心地よいから、と思っても

らうことが大事だと思っています。誰

もが出す生ごみを、地球も自分も同時

に豊かにするツールに変えるのが循環

生活研究所（じゅんなま研）の取組で

すが、その背景として、一人ひとりの

多様な考え方や価値観を尊重して、丁

寧にコミュニケーションしていきたい、

そう考えています。
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地球と人とに
やさしい暮らしは
人と人との関係づくりから 
特定非営利活動法人循環生活研究所　理事長 

木村 真知子 氏

自然環境教育やワークショップ運営の経験を経
て、2016年からじゅんなま研の活動へ参加。 
コンポストアドバイザー養成や、コミュニティ
コンポストで栄養循環を実現する LOCAL 
FOOD CYCLINGのしくみ形成・普及を担う。 
生きもの好きな一児の母。

木村 真知子（きむら まちこ）活動拠点となる三苫
LFCコミュニティガー
デン。 
ボランティアの方々と
共に、様々な堆肥づく
りや菜園活動を行って
いる。 
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人生100年時代と言われる今、地域コミュニティの希薄
化、高齢者の一人暮らし、気候変動による環境の悪化によ
る被害など、様々な社会問題が深刻化している。 

創刊30年以上になる、月刊「さぁ、言おう」は、人と人
とが共生する地域社会づくりの取組を多角的にかつタイム
リーに紹介する、問題提起型の情報誌である。 

一例をあげると、子供の居場所と宿題支援に加え郷土愛
を育む活動、高齢者自身も担い手となる生活支援や移動支
援、防災＋環境プロジェクトとして高齢者から障害者、こ
どもも参加する畑づくりといったもの。実際に活動を行う
上での、コミュニティ形成の悩みや葛藤なども、リアルに
紹介している。それぞれの立場でできることを行い、でき

た達成感や楽しさを感じることで、垣
根を超えた助け合いを築いていく。

全国各地でこんなにも面白い活動が
行われているのかと、新たな発見や、
バックナンバーからは社会問題の遷移
も見ることができ、現代社会を健やかに
生きるための導きが得られるであろう。 

千葉県木更津市にあるKURKKU FIELDS（クルック
フィールズ）は、広大な敷地の中、のびのびと農業や酪農、
養鶏などが行われ、敷地内で収穫した食材を味わうことや、
アート作品の鑑賞や宿泊も可能で、自然の循環を感じながら
ゆっくりとした時間を過ごすことができる複合施設である。
　総合プロデューサーを務める小林武史氏は、日本を代表
する音楽家であり、長年環境問題にも積極的に取り組んで
おり、この施設で持続可能な社会を実現していくためのヒ
ントを皆が共有できるようにとの想いで設立・運営されて
いる。
　自然の中で、食・農・アート・循環による「いのちの手

触り」を感じ、自
分の日々の暮らし
を考えるきっかけ
として、家族や友
人とゆったりとし
た時間を過ごして
みてはいかがだろ
うか。 

生まれ育った地元の町や、ユニークな特産品や伝統工芸の
ある地域を寄付という形で応援するふるさと納税のように、
自分の持っているスキルや経験を共感できる会社や地域の
プロジェクトに参加して活かす「ふるさと兼業」は、プロ
ジェクト単位でコミットできる兼業プラットフォームである。
　都会で生活しながら地域に関わる、高齢者や主婦でも空
いた時間とスキルでNPOや中小企業にプロジェクト単位
でコミットする、無理のない範囲で自然と、地域が活性し、
自身も生きがいを得られるという相乗効果を生む、そんな
新たな選択肢を提案している。
　関心をもったプロジェクトをSNSでシェアするなど、まず
は応援するところから始めることも地域の関わり方の一つ。 

従来の副業やサイドビジネスとは異なる、新しい働き方
が始まっている。 

第二のふるさとへの
兼業プラットフォーム

「いのちの手触り」を体感。新感覚の
サステナブルファーム＆パーク 

モノ・コトもっと知りたい

activity 

Book 

Place 

　「買う、売る、捨てる」の消費サイクルから、「貸す、借
りる」のシェアサイクルにスイッチを切り替え、さらに、地
域の中でのモノの循環を介して、新しい出会いや体験を生
み、ご近所さんとの交流といった豊かさを取り戻すきっか
けにもなるはず。
　「LOCAPI(ロキャピ)」は、登録しているご近所さんと、
手渡しできる範囲で私物を貸し借りする、地域密着シェア
リングサービスアプリである。 

ムダな買い物をしない生活が実現するだけでなく、趣味
や気の合う人との出会いや、モノ
を大切にしあう地球や地域に優し
い暮らしを実現できる。

デジタルツールを通じて、かつ
てあった、お裾分けや支え合いが、
新たなライフスタイルの形として
誕生しつつある。 

人生100年時代への
暮らしのヒント 

地域資源の循環による
“ご近所さん文化”の創出 

Tool 

ふるさと兼業 
https://furusatokengyo.jp/

月刊「さぁ、言おう」
https://www.sawayakazaidan.or.jp/library/sa-iou/

ロキャピ 

KURKKU FIELDS 

https://locapi.jp/

https://kurkkufields.jp/
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